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た。短縮版のモデル適合度指標は、χ2(543) = 1,374, p =0.00、TLI=0.794, CFI = 0.822、 RMSEA=0.064で、元尺度
に比べ適合度は改善していた。  
２．調査方法  
訪問介護や看護を受けずに外来通院を行っている65歳以上の糖尿病患者を対象に、３施設の外来で行った。研究協力
について同意の得られた対象者に１で作成した自記式質問紙を外来で配布し、対象者の希望に応じてその場で、ある
いは郵送法にて質問紙を回収した。分析は、高齢糖尿病患者が外来に求める支援ニーズを探索するために支援ニーズ
に関する質問45項目について探索的因子分析を行い、その結果をもとに共通したニーズをもつ独居者の特徴を明確に
するために階層的クラスター分析を行った。その後、各クラスター群間の患者属性を比較検討した。  
【結果】  
636人に質問紙を配布し、634人から回収した（回収率99.7％）。このうち632人（有効回答率99.7％）を分析対象とし
た。対象者のうち独居者が104人で、同居者は528人であった。平均年齢は独居者が74.3歳±6.2、同居者は73.3歳±5.8
 であった。独居者の17.3%は要介護度が要支援であり、同居者の要支援は5.5%であった。また、独居者の31.7%は体調
不良時に頼れる人がいなかった。  
因子分析の結果、高齢者(n=632)の支援ニーズは【教室や集いの希望】、【緊急時対応を含む個別相談の希望】、【生
きる支えや希望がない】、【食事準備の困難】、【安全な薬物療法の希望】の5因子23項目となった。5因子のα係数は
0.42〜0.87で、全体のα係数は0.74であった。また、5因子の累積寄与率は34.7%であった。  
因子分析で明らかになった5因子に基づいて対象者のうちの独居者(n=104)について階層的クラスター分析を行った結
果、クラスターは7つに分類され、支援ニーズの得点の特徴から《教室や集いによる支援希望群》《集団・個別を含む
自己管理支援希望群》《自己管理支援とともに生きる支えの支援希望群》《生きる支えや希望がもてる暮らし支援群》
《食事準備支援群》《食事準備支援とともに生きる支えの支援希望群》《特別な支援を希望しない群》と命名した。
クラスター毎の割合は順に、9.6%、9.6%、13.5%、16.3%、9.6%、7.7%、33.7%であった。  
糖尿病歴の平均は《生きる支えや希望がもてる暮らし支援群》が17.4年±12.0、《食事準備支援群》が17.4年±10.6
と最も長く、《教室や集いによる支援希望群》が14.1±13.0最も短かった。HbA1cは《食事準備とともに生きる支えの
支援希望群》が8.0％±1.5で最も高く、《教室や集いによる支援希望群》が7.0％±1.0と最も低かった。《特別な支
援援を希望しない群》は7.2％±0.7であった。  
【考察】  
本研究により外来通院中の独居高齢糖尿病患者の支援ニーズが明らかとなった。《教室や集いによる支援希望群》の
ようにそれを通じて他者との繋がりを求めていたり、《自己管理支援とともに生きる支えの支援希望群》のように、
自己管理支援を通じてその基盤となる独居生活の中での生きる支えを求めているなど、顕在する自己管理のための支
援ニーズだけでなく、その背後には独居で暮らす生活支援ニーズが潜在することを念頭におく必要があることを示唆
していると言える。また、《食事準備とともに生きる支えの支援希望群》は他の群と比較してHbA1cが最も高かったこ
とから、食事準備などを含めた生活基盤を支える支援の不足が血糖コントロールの悪化につながる状況を生んでいる
可能性があると考えられ、独居高齢者においては、特に、サポート体制の不足が予測されるので、生活基盤の問題を
明らかにしその解決策を優先する必要がある場合もあると考えられた。  
本研究により外来での患者間あるいは患者-医療者間のつながりを通じた外来を拠点とした地域で暮らす独居高齢糖
尿病患者の支援のあり方についての示唆を得ることができた。  
今後益々独居高齢者が増加することが予測される中、632人のデータを根拠に、多くの糖尿病患者が通院する外来での
効率的・効果的な支援のあり方を検討する上での方向性を示し、また、糖尿病であること、外来通院が出来ているこ
とを強みと捉え、介護予防の観点も含め、地域と連携した糖尿病患者支援の展望を示すことができたことから、本論
文は博士（看護学）の学位授与に値するものと評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
